Suitengu and China -With a focus on gourd and dog- by 趙 倩倩
一
五
水
天
宮
信
仰
と
中
国
　
―
瓢
簞
と
犬
を
中
心
に
―
（
趙
）
一
、
問
題
提
起
水
天
宮
は
水
の
守
護
神
、
安
産
・
子
授
け
の
神
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
蛎
殻
町
に
あ
る
水
天
宮
は
名
高
い
が
、
福
岡
県
久
留
米
市
の
筑
後
川
畔
に
あ
る
水
天
宮
こ
そ
が
日
本
全
国
に
あ
る
水
天
宮
の
総
本
宮
で
あ
る
。
寿
永
四
年
（
一
一
八
五
）
三
月
、
壇
ノ
浦
の
戦
い
で
、
わ
ず
か
八
歳
の
安
徳
天
皇
が
そ
の
一
門
と
と
も
に
入
水
し
た
後
、
高
倉
平
中
宮
に
仕
え
て
い
た
平
家
の
女
官
按あぜ
ち
の
つ
ぼ
ね
察
使
局
伊
勢
が
久
留
米
市
筑
後
川
鷺さぎ
の
は
ら
野
原
へ
逃
れ
て
、
建
久
年
間
（
一
一
九
〇
）
に
安
徳
天
皇
等
を
祭
っ
て
祠
を
建
て
た
の
が
そ
の
は
じ
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
1
。
福
岡
県
久
留
米
市
の
水
天
宮
と
い
え
ば
、
瓢
簞
守
り
が
独
特
で
あ
る
。
大
小
の
二
種
類
が
あ
り
、
大
は
無
病
息
災
の
守
り
で
、
小
は
子
供
の
首
に
結
ぶ
、
水
難
除
け
の
守
り
で
あ
る
。
東
京
都
中
央
区
の
水
天
宮
と
い
え
ば
、
子
宝
犬
と
言
わ
れ
る
母
子
犬
の
像
が
あ
り
、
母
犬
が
慈
愛
の
目
線
で
子
犬
を
見
守
っ
て
い
る
の
が
非
常
に
印
象
深
い
。
そ
し
て
、
戌
の
日
に
祈
願
し
て
安
産
で
き
る
と
か
、
妊
婦
が
戌
の
日
に
腹
帯
を
締
め
る
と
安
産
で
き
る
と
か
、
犬
と
誕
育
と
の
深
い
関
係
を
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
瓢
簞
と
犬
が
な
ぜ
水
天
宮
信
仰
と
結
び
つ
い
た
か
に
つ
い
て
は
定
説
が
な
い
。
一
方
、
中
国
に
お
い
て
は
、
瓢
簞
と
水
、
瓢
簞
と
誕
育
、
犬
と
誕
育
が
、
そ
れ
ぞ
れ
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
本
論
文
で
は
、
水
天
宮
の
縁
起
物
の
﹁
瓢
簞
﹂
と
﹁
犬
﹂
を
中
心
に
、
中
国
の
説
話
と
の
関
わ
り
を
視
野
に
入
れ
、
水
天
宮
信
仰
と
中
国
の
関
連
性
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
、
安
徳
天
皇
を
水
天
宮
の
祭
神
と
す
る
所
以
を
も
合
わ
せ
て
考
え
た
い
。
早
稲
田
大
学　
教
育
・
総
合
科
学
学
術
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術
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第
六
十
五
号　
一
五
―
二
六
頁
、
二
〇
一
七
年
三
月
水
天
宮
信
仰
と
中
国
―
瓢
簞
と
犬
を
中
心
に
―
趙
　
　
倩
倩
一
六
水
天
宮
信
仰
と
中
国
　
―
瓢
簞
と
犬
を
中
心
に
―
（
趙
）
二
、
瓢
簞
と
水
1
、
瓢
簞
の
古
称
と
特
徴
本
題
を
論
じ
る
前
に
、
ま
ず
瓢
簞
を
意
味
す
る
い
く
つ
か
の
古
い
呼
称
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
﹁
匏
﹂、﹁
瓠
﹂、﹁
壺
﹂、﹁
葫
蘆
﹂
は
す
べ
て
瓢
簞
の
別
名
と
し
て
古
文
献
に
現
れ
る
。
管
見
の
限
り
で
は
、
中
国
の
古
文
献
の
中
で
瓢
簞
に
関
す
る
も
っ
と
も
古
い
資
料
は
﹃
詩
経
﹄
に
見
え
る
。
﹃
詩
経
﹄﹁
衛
風
﹂﹁
碩
人
﹂
に
、
手
如
柔
荑
、
膚
如
凝
脂
。
領
如
蝤
蠐
、
歯
如
瓠
犀
。
螓
首
蛾
眉
、
巧
笑
倩
兮
、
美
目
盼
兮
。（
手　
柔
荑
の
如
く
、
膚　
凝
脂
の
如
し
。
領　
蝤
蠐
の
如
く
、
歯　
瓠
犀
の
如
し
。
螓
首
蛾
眉
、
巧
笑
倩
た
り
、
美
目
盼
た
り
。）
と
い
う
詩
句
が
見
え
る
。
美
人
の
容
貌
を
様
々
な
も
の
に
喩
え
て
描
写
し
た
歌
で
あ
る
。﹁
瓠
犀
﹂
と
は
、﹃
漢
語
大
詞
典
﹄
に
よ
れ
ば
、﹁
瓠
瓜
的
子
（
瓢
簞
の
実
）﹂
と
い
う
。
朱
熹
の
﹃
詩
経
集
伝
﹄
に
よ
れ
ば
、﹁
瓠
犀
、
瓠
中
之
子
。
方
正
潔
白
而
比
次
整
斉
也
（
瓠
犀
、
瓠
の
中
の
子
な
り
。
方
正
潔
白
に
し
て
比
次
整
斉
な
り
。）﹂
と
い
う
。
瓢
簞
の
実
を
も
っ
て
美
人
の
方
形
で
白
く
き
れ
い
に
並
ん
だ
歯
に
た
と
え
た
の
で
あ
る
。
更
に
、
同
じ
く
﹃
詩
経
﹄
の
﹁
豳
風
﹂﹁
七
月
﹂
に
、
七
月
食
瓜
、
八
月
断
壺
・（
七
月
瓜
を
食
ら
ひ
、
八
月
壺ひさ
ごを
断た
つ
。）
と
あ
る
。﹃
詩
経
集
伝
﹄
に
﹁
壺
、
瓠
也
。
食
瓜
断
壺
、
亦
去
圃
為
場
之
漸
也
（
壺
、
瓠
な
り
。
瓜
を
食
ら
ひ
壺
を
断
つ
は
、
亦
圃
を
去
り
て
場
を
為
す
の
漸
な
り
。）﹂
と
い
う
。
瓢
簞
は
古
く
ア
フ
リ
カ
の
原
産
に
な
り
、
世
界
に
広
が
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
瓢
簞
が
﹃
詩
経
﹄
に
現
れ
た
こ
と
に
よ
れ
ば
、
中
国
に
お
け
る
瓢
簞
の
栽
培
は
少
な
く
と
も
二
千
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
﹃
日
本
書
紀
﹄
巻
十
一
﹁
仁
徳
天
皇
﹂﹁
十
一
年
﹂
の
条
に
も
瓢
簞
に
関
す
る
記
録
が
見
え
る
。
冬
十
月
、
掘
宮
北
之
郊
原
、
引
南
水
以
入
西
海
。
因
以
号
其
水
曰
堀
江
。
又
将
防
北
河
之
澇
、
以
築
茨
田
堤
。
是
時
、
有
両
処
之
築
而
乃
壊
之
難
塞
、
時
天
皇
夢
、
有
神
誨
之
曰
、
武
蔵
人
強
頸
・
河
內
人
茨
田
連
衫
子
、
二
人
、
以
祭
於
河
伯
、
必
獲
塞
。
則
覓
二
人
而
得
之
。
因
以
禱
于
河
神
。
爰
強
頸
、
泣
悲
之
沒
水
而
死
、
乃
其
堤
成
焉
。
唯
衫
子
、
取
全
匏
両
箇
、
臨
于
難
塞
水
。
乃
取
両
箇
匏
、
投
於
水
中
、
請
之
曰
、
河
神
、
崇
之
以
吾
為
幣
。
是
以
、
今
吾
来
也
。
必
欲
得
我
者
、
沈
是
匏
而
不
令
泛
。
則
吾
知
真
神
、
親
入
水
中
。
若
不
得
沈
匏
者
、
自
知
偽
神
。
何
徒
亡
吾
身
。﹂
於
是
、
飄
風
忽
起
、
引
匏
沒
水
、
匏
転
浪
上
而
不
沈
、
則
潝
々
汎
以
遠
流
。
是
以
衫
子
、
雖
不
死
而
其
堤
且
成
也
。
是
、
因
衫
子
之
幹
、
其
身
非
亡
耳
。
故
時
人
、
号
其
両
処
曰
強
頸
断
間
・
衫
子
断
間
也
。（
冬
十
月
に
、
宮
の
北
の
郊
原
を
掘
り
て
、
南
の
水
を
引
き
て
西
海
に
入
る
。
因
り
て
其
の
水
を
号
し
て
堀
江
と
曰
ふ
。
又
将
一
七
水
天
宮
信
仰
と
中
国
　
―
瓢
簞
と
犬
を
中
心
に
―
（
趙
）
に
北
の
河
の
澇
を
防
が
ん
と
し
て
、
以
て
茨
田
堤
を
築
く
。
是
の
時
、
両
処
の
築
き
て
乃
ち
壞
る
る
の
塞
ぎ
難
き
有
り
、
時
に
天
皇
、
夢
み
た
ま
は
く
、
神
有ま
し
て
誨
へ
て
曰
し
た
ま
は
く
、﹁
武
蔵
人
強
頸
、
河
内
人
茨
田
連
衫
子
、
二
人
を
、
以
て
河
伯
に
祭
ら
ば
、
必
ず
塞
ぐ
こ
と
獲
ん
。﹂
と
。
則
ち
二
人
を
覓
め
て
得
た
り
。
因
り
て
、
河
神
に
禱
る
。
爰
に
強
頸
、
泣
ち
悲
び
て
、
水
に
沒
り
て
死
ぬ
。
乃
ち
其
の
堤
成
り
ぬ
。
唯
し
衫
子
の
み
は
全
匏
両
箇
を
取
り
て
、
塞
ぎ
難
き
水
に
臨
む
。
乃
ち
両
箇
の
匏
を
取
り
て
、
水
の
中
に
投なげいれ
て
、
請
ひ
て
曰
く
、﹁
河
神
、
崇
り
て
、
吾
を
以
て
幣
と
せ
り
。
是
を
以
て
、
今
吾
来
れ
り
。
必
や
我
を
得
ん
と
欲
へ
ば
、
是
の
匏
を
沈
め
て
な
泛うかば
せ
そ
。
則
ち
吾　
真
の
神
と
知
り
て
、
親
ら
水
の
中
に
入
ら
ん
。
若
し
匏
を
沈
む
る
こ
と
得
ず
ば
、
自
づ
か
ら
に
僞
の
神
と
知
ら
む
。
何
ぞ
徒
に
吾
が
身
を
亡
さ
む
。﹂
是
に
、
飄
風
忽
に
起
り
て
、
匏
を
引
き
て
水
に
沒
む
。
匏
、
浪
の
上
に
転ま
ひ
つ
つ
沈
ま
ず
。
則
ち
瀚
々
に
汎
り
つ
つ
遠
く
流
る
。
是
を
以
て
、
衫
子
、
死
な
ず
と
雖
も
、
其
の
堤
且
成
り
ぬ
。
是
、
衫
子
の
幹
に
因
り
て
、
其
の
身
亡
び
ざ
ら
く
の
み
。
故
、
時
人
其
の
両
処
を
号なづ
け
て
、
強
頸
断
間
、
衫
子
断
間
と
曰
ふ
。
　
仁
徳
天
皇
十
一
年
冬
、
茨まむ
た田
堤
の
二
ヵ
所
を
な
か
な
か
築
造
で
き
な
か
っ
た
時
に
、
天
皇
の
夢
に
神
が
現
れ
、
武
蔵
の
強こわ
く
び頸
と
河
内
人
の
茨
田
連
衫ころ
も
の
こ子
の
二
人
を
河
神
に
さ
さ
げ
よ
と
つ
げ
た
。
衫
子
は
知
恵
を
働
か
せ
て
瓢
簞
の
水
に
浮
く
特
性
を
利
用
し
て
死
ぬ
こ
と
を
逃
れ
た
。
実
際
、
こ
の
瓢
簞
の
水
に
良
く
浮
く
と
い
う
特
性
が
古
代
の
人
々
に
よ
く
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
文
献
に
散
見
さ
れ
る
。
2
、「
腰
舟
」
と
し
て
の
瓢
簞
﹃
詩
経
﹄﹁
邶
風
﹂﹁
匏
有
苦
葉
﹂
に
は
、
そ
の
一
つ
の
記
録
を
引
用
し
て
次
の
よ
う
に
記
す
。
匏
有
苦
葉
、
済
有
深
渉
。
深
則
厲
、
浅
則
掲
。（
匏
に
苦
葉
有
り
、
済
に
深
き
渉
り
有
り
。 
深
け
れ
ば
則
ち
厲れい
し 
、
浅
け
れ
ば
則
ち
掲
す
。）
朱
熹
の
﹃
詩
経
集
伝
﹄
に
よ
れ
ば
、﹁
匏
、
瓠
也
。
匏
之
苦
者
不
可
食
。
特
可
佩
以
渡
水
而
已
。
然
今
尚
有
葉
則
亦
未
可
用
之
時
也
。
済
、
渡
処
也
。
行
渡
水
曰
渉
（
匏
、
瓠
な
り
。
匏
の
苦
き
者
食
ふ
可
か
ら
ず
。
特
に
佩
し
て
以
て
水
を
渡
る
可
き
の
み
。
然
れ
ど
も
今
尚
ほ
葉
有
ら
ば
則
ち
亦
た
未
だ
用
ゐ
る
可
か
ら
ざ
る
時
な
り
。
済
、
渡
る
処
な
り
。
行
き
て
水
を
渡
る
は
渉
と
曰
ふ
）。﹂
と
あ
る
。
匏
は
苦
く
て
食
べ
ら
れ
な
い
が
、
水
を
渡
る
時
に
、
腰
に
つ
け
て
浮
き
袋
に
代
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
干
し
た
瓢
簞
は
軽
く
て
浮
く
の
で
水
を
渡
る
時
の
助
け
に
な
っ
た
。
水
を
渡
る
時
の
道
具
と
し
た
記
録
は
他
の
古
文
献
に
も
見
ら
れ
る
。
﹃
国
語
﹄
巻
五
﹁
晋
語
﹂
に
、
夫
苦
匏
、
不
材
於
人
、
共
済
而
已
。
材
読
若
裁
也
。
不
裁
於
人
、
言
不
可
食
也
。
共
済
而
已
、
佩
匏
可
以
渡
水
也
。（
夫
れ
苦
匏
は
、
人
に
材もち
ゐ
ら
れ
ず
、
共
に
済
る
の
み
。
材
、
読
む
こ
と
は
裁
の
若ごと
き
な
り
。﹁
不
裁
於
人
﹂
は
、
食
ふ
可
か
ら
ざ
る
を
言
う
な
り
。﹁
共
済
而
已
﹂
は
、
匏
を
佩
び
て
以
て
水
一
八
水
天
宮
信
仰
と
中
国
　
―
瓢
簞
と
犬
を
中
心
に
―
（
趙
）
を
渡
る
可
き
な
り
。）
と
あ
る
。
三
国
時
代
の
韋
昭
の
注
に
よ
れ
ば
、
瓢
簞
が
苦
く
て
食
べ
ら
れ
な
い
が
、
水
を
渡
る
時
に
役
立
つ
こ
と
を
意
味
す
る
。
瓢
簞
は
身
に
つ
け
て
水
を
渡
る
用
具
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
﹃
鶡
冠
子
﹄
巻
下
﹁
学
問
第
十
五
﹂
に
、
中
河
失
船
、
一
壺
千
金
。
壺
、
瓠
也
。
佩
之
可
以
済
渉
。
南
人
謂
之
腰
舟
。
貴
賎
無
常
、
時
使
物
然
。（
中
河　
船
よ
り
失おち
れ
ば
、
一
壺
は
千
金
な
り
。
壺
、
瓠
な
り
。
之
を
佩
せ
ば
以
て
済
渉
す
可
し
。
南
人
之
を
腰
舟
と
謂
ふ
。
貴
賎
、
無
常
に
し
て
、
時
に
物
を
し
て
然
ら
し
む
。）
と
あ
る
。
宋
の
陸
佃
の
注
に
よ
れ
ば
、﹁
壺
﹂
は
瓢
簞
の
こ
と
で
あ
り
、
水
を
渡
る
時
に
使
う
道
具
に
な
る
。
南
の
人
は
﹁
腰
舟
﹂
と
い
う
。﹁
腰
舟
﹂
と
い
う
名
の
通
り
、
瓢
簞
を
腰
に
ま
き
つ
け
て
、
も
し
落
水
し
た
ら
、
命
を
助
け
る
重
要
な
存
在
に
な
る
。
い
わ
ゆ
る
救
命
胴
衣
で
あ
り
、
あ
る
い
は
浮
き
輪
で
も
あ
ろ
う
。
故
に
、
一
つ
の
瓢
簞
は
千
金
に
値
す
る
と
の
言
い
方
を
す
る
の
だ
ろ
う
。
更
に
、
明
の
羅
頎
が
著
し
た
﹃
物
原
﹄
に
、
燧
人
以
匏
済
水
（
燧
人　
匏
を
以
て
水
を
済わた
る
。）
と
あ
る
。﹃
物
原
﹄
が
古
代
の
発
明
を
紹
介
す
る
書
物
で
、
こ
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
﹁
鑽
木
取
火
（
木
を
鑽
し
て
火
を
取
る
）﹂
と
い
う
火
の
作
り
方
を
発
明
し
た
燧
人
氏
が
瓢
簞
を
用
い
水
を
渡
っ
た
こ
と
を
も
発
明
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
今
日
で
は
川
を
渡
る
時
に
、
頑
丈
な
船
な
ど
を
使
っ
て
い
る
が
、
昔
は
瓢
簞
が
船
の
よ
う
な
役
割
を
果
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
普
段
の
生
活
で
水
を
渡
る
時
に
使
う
瓢
簞
が
洪
水
な
ど
の
水
難
の
時
に
も
使
う
だ
ろ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
瓢
簞
を
持
て
ば
水
難
除
け
に
な
る
だ
ろ
う
。
水
天
宮
の
話
に
戻
っ
て
み
よ
う
。
総
本
宮
で
あ
る
福
岡
県
久
留
米
市
に
あ
る
水
天
宮
の
起
源
に
つ
い
て
は
漠
然
と
し
て
い
る
が
、
原
型
は
﹁
ア
マ
ゴ
ゼ
ン
﹂
と
い
う
水
神
で
あ
っ
た
こ
と
が
今
ま
で
の
研
究
で
一
致
し
て
説
か
れ
て
い
る
2
。
真
辺
仲
菴
が
著
し
た
﹃
北
筑
雑
藁
﹄
3
に
、﹁
ア
マ
ゴ
ゼ
ン
﹂
に
つ
い
て
﹁
水
神
に
し
て
能
く
水
災
を
除
く
者
な
り
と
﹂
と
書
い
て
い
る
。
洪
水
も
水
災
に
入
る
た
め
に
、
水
災
を
除
く
社
に
洪
水
よ
り
身
を
守
る
瓢
簞
を
縁
起
物
と
す
る
の
が
当
然
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
日
本
で
は
﹁
腰
舟
﹂
は
存
在
し
た
の
だ
ろ
う
か
。﹃
古
事
類
苑
﹄
な
ど
の
類
書
を
探
っ
て
も
瓢
簞
を
使
っ
て
水
を
渡
る
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
、
瓢
簞
を
水
難
除
け
の
物
と
す
る
発
想
は
、
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
水
難
の
救
急
に
瓢
簞
を
浮
き
輪
と
し
て
用
い
、
命
拾
い
を
す
る
と
い
っ
た
生
活
上
の
経
験
知
か
ら
想
起
さ
れ
る
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
瓢
簞
を
﹁
腰
舟
﹂
と
し
て
使
用
し
て
い
な
い
地
域
に
お
い
て
、
そ
れ
を
水
難
除
け
の
物
と
す
る
の
は
他
の
地
域
か
ら
影
響
を
受
け
た
の
に
違
い
な
い
。
水
天
宮
の
発
祥
地
の
九
州
地
方
は
、
渡
来
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
来
る
地
域
で
も
あ
る
。
水
難
除
け
と
し
て
の
瓢
簞
も
中
国
か
ら
の
渡
来
人
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
、
水
天
宮
信
仰
と
混
淆
す
る
と
い
う
日
本
的
展
開
の
あ
っ
た
可
能
性
が
十
分
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
九
水
天
宮
信
仰
と
中
国
　
―
瓢
簞
と
犬
を
中
心
に
―
（
趙
）
続
い
て
は
瓢
簞
と
誕
育
の
習
俗
に
考
察
を
及
ぼ
し
た
い
。
三
、
瓢
簞
と
誕
育
東
晋
時
代
に
書
か
れ
た
地
理
書
の
﹃
華
陽
国
志
﹄
巻
四
﹁
南
中
志
﹂
に
不
思
議
な
誕
生
物
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。﹃
華
陽
国
志
﹄﹁
南
中
志
﹂
に
下
記
の
よ
う
に
掲
げ
る
。永
昌
郡
、
古
哀
牢
国
。
哀
牢
山
名
也
。
其
先
有
一
婦
人
、
名
曰
沙
壺
4
。
依
哀
牢
山
下
居
。
以
捕
魚
自
給
。
忽
于
水
中
触
一
沈
木
。
遂
感
而
有
娠
。
度
十
月
産
子
。
男
十
人
。
後
沈
木
化
為
龍
出
。
謂
沙
壺
曰
、
君
為
我
生
子
。
今
在
乎
。
而
九
子
驚
走
。
唯
一
小
子
不
能
去
、
陪
龍
坐
。
龍
就
而
䑛
之
。
沙
壺
与
言
語
。
以
龍
与
陪
、
因
名
曰
元
隆
。
猶
漢
言
陪
坐
也
。
沙
壺
将
元
隆
居
龍
山
下
。
元
隆
長
大
才
武
。
後
九
兄
曰
、
元
隆
能
与
龍
言
而
黠
有
智
。
天
所
貴
也
。
共
推
以
為
王
。（
永
昌
郡
、
古
の
哀
牢
国
な
り
。
哀
牢
は
山
名
な
り
。
其
の
先
に
一
の
婦
人
有
り
、
名
づ
け
て
沙
壺
と
曰
ふ
。
哀
牢
山
の
下
に
依
り
て
居
る
。
魚
を
捕
る
を
以
て
自
給
す
。
忽
ち
水
中
に
于
い
て
一
の
沈
木
に
触
れ
た
り
。
遂
に
感
じ
て
娠
有
り
。
十
月
を
度へ
て
子
を
産
む
。
男
十
人
な
り
。
後
に
沈
木
化
し
て
龍
と
な
り
出
づ
。
沙
壺
に
謂
ひ
て
曰
く
、﹁
君　
我
が
為
に
子
を
生
め
り
。
今
在
る
か
﹂
と
。
而
し
て
九
子
驚
き
て
走
る
。
唯
だ
一
の
小
子
去
る
能
は
ず
し
て
、
龍
に
陪つきそひ
坐
る
。
龍
就
き
て
之
を
舐
む
。
沙
壺
与とも
に
言
語
す
。
龍
与
に
陪
す
る
を
以
て
、
因
り
て
名
づ
け
て
元
隆
と
曰
ふ
。
猶
ほ
漢
の
言
の
陪
坐
の
ご
と
き
な
り
。
沙
壺　
元
隆
を
将
ゐ
て
龍
山
下
に
居
る
。
元
隆
長
大
に
な
り
才
武
あ
り
。
後
に
九
兄
曰
く
、﹁
元
隆　
能
く
龍
と
言はな
し
黠さと
く
し
て
智
有
り
。
天
の
貴
ぶ
所
な
り
﹂
と
。
共
に
推
し
て
以
て
王
と
為
す
。
5
）
ま
ず
、
こ
の
﹁
永
昌
郡
﹂
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。
文
中
の
﹁
永
昌
郡
﹂
は
﹃
華
陽
国
志
﹄
の
成
書
時
代
の
東
晋
時
代
に
お
い
て
は
雲
南
省
あ
た
り
を
指
す
。
こ
れ
は
同
じ
く
こ
の
話
を
収
録
す
る
﹃
太
平
広
記
﹄﹁
蛮
夷
三
﹂
所
引
の
﹃
独
異
志
﹄
と
一
致
し
て
い
る
。﹃
太
平
広
記
﹄
に
は
こ
れ
よ
り
簡
略
な
記
録
が
見
え
る
が
6
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
﹃
華
陽
国
志
﹄
の
話
の
続
き
を
見
て
み
よ
う
。
時
哀
牢
山
下
、
復
有
一
夫
一
婦
産
十
女
。
元
隆
兄
弟
妻
之
。
由
是
始
有
人
民
。
皆
象
之
。
衣
後
著
十
尾
、
臂
脛
刻
文
。
元
隆
死
、
世
世
相
継
、
分
置
小
王
。
往
々
邑
居
、
散
在
溪
谷
絶
域
荒
外
山
川
阻
深
。
生
民
以
来
、
未
嘗
通
中
国
也
。
南
中
昆
明
祖
之
。
故
諸
葛
為
其
国
譜
也
。（
時
に
哀
牢
山
の
下
、
復
た
一
夫
一
婦
の
十
女
を
産
む
有
り
。
元
隆
兄
弟
之
を
妻
と
す
。
是
れ
由
り
始
め
て
人
民
有
り
。
皆
之
に
象に
る
。
衣
の
後
に
十
尾
を
著
し
、
臂
脛
に
文
を
刻
む
。
元
隆
死
し
、
世
世
相
継
ぎ
、
分
け
て
小
王
を
置
く
。
往
々
に
し
て
邑
居
し
、
散
じ
て
溪
谷
絶
域
荒
外
の
山
川
阻
深
な
る
に
在
り
。
民
を
生
み
て
以
来
、
未
だ
嘗
て
中
国
に
通
ぜ
ざ
る
な
り
。
南
中
昆
明
之
を
祖
と
す
。
故
に
諸
葛
其
の
国
の
為
に
譜
す
な
り
。）
先
の
沙
壺
の
産
ん
だ
子
が
哀
牢
山
の
下
に
い
る
夫
婦
の
産
ん
だ
十
人
の
娘
を
迎
二
〇
水
天
宮
信
仰
と
中
国
　
―
瓢
簞
と
犬
を
中
心
に
―
（
趙
）
え
た
。
そ
れ
が
人
民
の
は
じ
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。﹃
太
平
広
記
﹄
所
引
の
﹃
独
異
志
﹄
の
﹁
今
の
西
南
夷
、
其
の
裔
な
り
。﹂
と
い
う
文
脈
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
﹁
沙
壺
﹂
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。
中
国
の
彝
族
学
者
の
劉
尭
漢
が
論
文
﹁
論
中
華
葫
蘆
文
化
﹂
で
﹁
い
わ
ゆ
る
﹁
沙
壺
﹂
の
﹁
沙
﹂
は
果
実
が
成
熟
し
た
こ
と
を
意
味
し
、﹁
壺
﹂
は
瓢
簞
の
こ
と
で
あ
る
。﹁
沙
壺
﹂
は
成
熟
し
た
瓢
簞
の
こ
と
を
指
す
。﹂
7
と
い
う
。﹃
華
陽
国
志
﹄
の
文
末
に
も
、﹃
太
平
広
記
﹄
の
文
末
に
も
、
﹁
沙
壺
﹂
が
産
ん
だ
十
人
の
息
子
が
、
同
じ
哀
牢
山
の
麓
に
住
ん
で
い
る
家
の
十
人
の
娘
と
結
婚
し
、
そ
れ
が
人
民
の
は
じ
ま
り
と
い
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
十
人
の
男
性
と
十
人
の
女
性
が
そ
の
祖
先
に
あ
た
る
存
在
で
あ
る
。
そ
の
祖
先
を
﹁
沙
壺
﹂
が
産
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
﹁
永
昌
郡
﹂
に
あ
た
る
今
の
雲
南
省
の
滇
西
潞
西
、
鎮
康
、
滇
西
辺
境
各
県
に
お
い
て
、
劉
氏
の
考
証
に
よ
れ
ば
、
そ
の
祖
先
が
瓢
簞
に
出
自
す
る
と
広
く
伝
わ
っ
て
い
る
と
い
う
。﹁
滇
西
潞
西
、
鎮
康
な
ど
の
県
（
古
代
の
永
昌
郡
に
属
す
）
の
徳
昂
族
の
伝
説
に
そ
の
祖
先
が
瓢
簞
か
ら
出
て
き
た
と
い
い
、
滇
西
辺
境
の
各
県
（
古
代
の
永
昌
郡
に
属
す
）
の
佤
族
の
伝
説
に
お
い
て
、
そ
の
祖
先
が
﹁
司
崗
﹂
か
ら
出
て
き
た
と
い
う
。
そ
の
最
初
に
出
て
き
た
の
は
佤
族
の
人
で
、
そ
れ
に
継
い
で
出
て
き
た
の
は
漢
・
傣
・
拉
祜
な
ど
の
各
民
族
で
あ
る
。
佤
族
の
言
語
で
は
、﹁
司
崗
﹂
の
意
味
は
熟
し
た
瓢
簞
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
佤
、
漢
な
ど
の
各
民
族
の
祖
先
は
、
み
ん
な
熟
し
た
瓢
簞
か
ら
出
て
き
た
。﹃
華
陽
国
志
﹄
と
﹃
蛮
書
﹄
8
に
記
し
た
﹁
永
昌
沙
壺
﹂
は
確
実
に
そ
の
土
地
の
民
間
伝
説
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
9
﹂
と
い
う
。
上
述
の
よ
う
に
、
瓢
簞
は
古
代
中
国
の
数
多
く
の
民
族
に
お
い
て
、
そ
の
一
族
の
誕
生
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
で
は
、
な
ぜ
瓢
簞
は
誕
生
と
関
連
づ
け
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
の
話
か
ら
考
察
の
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
﹃
太
平
御
覧
﹄
巻
九
百
七
十
九
﹁
菜
茹
部
四
﹂
に
﹃
三
国
典
略
﹄
0
よ
り
引
用
す
る
下
記
の
話
が
あ
る
。
斉
武
成
帝
皇
后
胡
氏
、
安
定
人
。
魏
中
書
令
兗
州
刺
史
延
之
女
也
。
母
盧
氏
懐
孕
之
初
、
有
胡
僧
来
詣
門
曰
、
此
宅
瓠
蘆
中
有
月
。（
斉
の
武
成
帝
の
皇
后
胡
氏
、
安
定
の
人
な
り
。
魏
の
中
書
令
兗
州
刺
史
の
延
之
の
女
な
り
。
母
の
盧
氏
懐
孕
の
初
め
、
胡
僧
有
り
て
来
り
て
門
に
詣いた
り
て
曰
く
、﹁
此
の
宅　
瓠
蘆
の
中
に
月
有
り
﹂
と
。）
﹁
瓠
蘆
の
中
に
月
有
り
﹂
と
い
う
言
葉
は
予
言
的
な
言
葉
で
あ
り
、﹁
瓠
蘆
﹂
は
瓢
簞
に
ほ
か
な
ら
な
い
。﹁
瓠
﹂
は
音
声
的
に
﹁
胡
﹂
に
、﹁
蘆
﹂
は
音
声
的
に
﹁
皇
后
胡
氏
﹂
の
母
親
﹁
盧
﹂
氏
の
姓
に
通
じ
、
引
い
て
は
そ
の
腹
、
或
い
は
子
宮
を
指
す
の
だ
ろ
う
。﹁
月
﹂
は
﹁
日
﹂
が
陽
で
あ
る
の
に
対
し
て
、﹁
陰
﹂
を
表
す
。
﹁
陰
﹂
は
女
を
意
味
し
、
ひ
い
て
は
﹁
皇
后
胡
氏
﹂
を
指
そ
う
。﹁
瓠
蘆
﹂
は
瓢
簞
の
意
味
を
持
ち
、
こ
の
話
で
は
、
瓢
簞
は
古
来
よ
り
母
体
崇
拝
の
対
象
や
子
孫
繁
栄
の
象
徴
、
縁
起
の
良
い
も
の
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
理
由
と
言
え
ば
、
ま
ず
第
一
に
、
瓢
簞
の
形
が
女
性
の
子
宮
に
似
て
い
る
こ
と
。
第
二
に
、
瓢
簞
の
中
の
実
が
び
っ
し
り
入
っ
て
い
て
、
多
産
な
い
し
子
孫
の
繁
栄
を
象
徴
す
る
こ
と
。
第
三
に
、
そ
の
つ
る
が
綿
々
と
延
び
て
い
く
こ
と
で
二
一
水
天
宮
信
仰
と
中
国
　
―
瓢
簞
と
犬
を
中
心
に
―
（
趙
）
繁
栄
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
特
徴
は
ち
ょ
う
ど
人
類
の
誕
生
や
繁
殖
に
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
古
く
よ
り
祖
先
崇
拝
の
対
象
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
次
に
は
犬
と
誕
育
を
考
察
し
よ
う
。
四
、
犬
と
誕
育
日
本
に
お
け
る
犬
と
誕
育
に
関
す
る
先
行
研
究
を
み
る
と
、
一
つ
に
、
犬
の
出
産
が
軽
い
こ
と
に
基
づ
く
も
の
!
と
、
も
う
一
つ
に
、
犬
が
魔
除
け
の
も
の
に
な
る
こ
と
に
も
と
づ
く
も
の
が
あ
る
@
。
中
国
に
お
い
て
は
、
古
く
か
ら
赤
子
に
犬
の
付
く
名
前
を
付
け
た
り
す
る
。
例
え
ば
、
漢
の
文
章
の
名
臣
と
し
て
知
ら
れ
る
司
馬
相
如
は
、
幼
名
を
﹁
犬
子
﹂
と
い
っ
た
こ
と
が
﹃
史
記
﹄﹁
司
馬
相
如
伝
﹂
に
認
め
ら
れ
る
#
。
こ
の
命
名
は
犬
と
誕
生
と
育
児
と
の
密
接
な
関
係
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
意
識
は
説
話
の
世
界
に
も
存
在
す
る
。
西
晋
の
張
華
が
著
し
た
﹃
博
物
志
﹄
巻
七
に
徐
偃
王
の
不
思
議
な
生
誕
の
記
事
が
記
さ
れ
る
。
徐
偃
王
志
云
、
徐
君
宮
人
娠
而
生
卵
。
以
為
不
祥
、
棄
之
水
浜
。
独
孤
母
有
犬
名
鵠
蒼
。
猟
于
水
浜
得
所
棄
卵
、
銜
以
東
帰
。
独
孤
母
以
為
異
、
覆
煖
之
、
遂
沸
成
児
。
生
時
正
偃
、
故
以
為
名
。
徐
君
宮
中
聞
之
、
乃
更
録
取
。
長
而
仁
智
、
襲
君
徐
国
。
後
鵠
蒼
臨
死
、
生
角
而
九
尾
、
実
黄
龍
也
。
偃
王
乃
葬
之
徐
界
中
、
今
見
云
狗
壟
。
偃
王
既
主
其
国
、
仁
義
著
聞
。
欲
舟
行
上
国
、
乃
通
溝
陳
蔡
之
間
。
得
朱
弓
矢
以
已
得
天
瑞
。
遂
因
名
為
弓
、
自
称
徐
偃
王
。
江
淮
諸
侯
皆
服
從
偃
。
從
者
三
十
六
国
。
周
王
聞
之
、
遣
使
乘
駅
一
日
至
楚
、
使
伐
之
。
偃
王
仁
不
忍
鬭
害
其
民
、
為
楚
所
敗
。
逃
走
彭
城
武
原
縣
東
山
下
。
百
姓
随
之
者
、
以
万
数
。
後
遂
名
其
山
為
徐
山
。
山
上
立
石
室
、
有
神
霊
、
民
人
祈
禱
。
今
皆
見
存
。（﹃
徐
偃
王
志
﹄
に
云
ふ
、
徐
君
の
宮
人
娠
し
て
卵
を
生
む
。
以
て
不
祥
と
為
し
、
之
を
水
浜
に
棄
つ
。
独
孤
の
母　
犬
有
り
鵠
蒼
と
名
づ
く
。
水
浜
に
猟
し
て
棄
つ
る
所
の
卵
を
得
て
、
銜
み
て
以
て
東
に
帰
る
。
独
孤
の
母
以
て
異
と
為
し
、
覆
ひ
て
之
を
煖
む
れ
ば
、
遂
に
沸かへ
り
て
児
と
成
る
。
生
ま
る
る
時
正
に
偃ふ
せ
ば
、
故
に
以
て
名
と
為
す
。
徐
君　
宮
中
に
之
を
聞
き
ば
、
乃
ち
更
め
て
録
取
す
。
長
じ
て
仁
智
あ
り
て
、
君
を
徐
の
国
に
襲
ぐ
。
後　
鵠
蒼　
死
に
臨
ん
で
、
角
を
生
じ
て
九
尾
あ
り
、
実
に
黄
龍
な
り
。
偃
王
乃
ち
之
を
徐
界
の
中
に
葬
む
る
。
今
見げん
に
狗
壟
と
云
ふ
。
偃
王
既
に
其
の
国
を
主
つ
か
さ
どれ
ば
、
仁
義
著
聞
せ
り
。
上
の
国
に
船
を
行
せ
ん
と
欲
す
る
に
、
乃
ち
溝
を
陳
と
蔡
の
間
に
通
ず
。
朱
き
弓
矢
を
得
て
以
て
已
に
天
瑞
を
得
た
り
。
遂
に
因
り
て
名
づ
け
て
弓
と
為
し
、
自
ら
徐
偃
王
と
称
す
。
江
淮
の
諸
侯
皆
偃
に
服
從
す
。
從
ふ
者
三
十
六
国
な
り
。
周
王　
之
を
聞
け
ば
、
使
を
遣
わ
し
て
駅
つ
ぎ
う
まに
乘
り
て
一
日
に
し
て
楚
に
至
り
て
、
之
を
伐
た
し
む
。
偃
王　
仁
に
し
て
鬭
ひ
て
其
の
民
を
害
す
る
に
忍
び
ざ
れ
ば
、
楚
の
敗
す
る
所
と
為
る
。
彭
城
の
武
原
縣
の
東
山
の
下
に
逃
走
す
。
百
姓
の
之
に
随
ふ
者
、
万
を
以
て
数
ふ
。
後
に
遂
に
其
の
山
を
名
づ
け
て
徐
山
と
為
す
。
山
の
上
に
石
室
を
立
つ
。
神
霊
有
り
、
民
人
祈
禱
す
。
今
皆
見げん
に
存
す
。）
徐
偃
王
と
は
、
周
の
時
代
に
生
き
た
、
徐
の
国
の
王
で
あ
る
。
原
文
に
よ
る
と
、
二
二
水
天
宮
信
仰
と
中
国
　
―
瓢
簞
と
犬
を
中
心
に
―
（
趙
）
生
ま
れ
は
、
普
通
の
赤
子
と
違
い
、
卵
生
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
縁
起
の
悪
い
も
の
と
し
て
浜
に
棄
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
幸
い
な
こ
と
に
、
あ
る
老
婦
の
飼
っ
て
い
る
﹁
鵠
倉
﹂
と
い
う
犬
に
発
見
さ
れ
て
命
が
助
か
り
、
の
ち
に
徐
王
と
な
っ
た
。
後
に
周
王
は
楚
に
命
じ
て
徐
を
討
た
せ
た
が
、
偃
王
は
そ
の
民
を
思
い
、
平
和
と
戦
争
の
間
で
平
和
を
選
び
、
楚
に
敗
れ
た
。
彭
城
の
武
原
縣
の
東
山
下
に
逃
げ
て
一
万
人
以
上
の
民
が
彼
に
随
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
東
山
を
徐
山
と
名
づ
け
た
。
偃
王
を
救
っ
た
犬
は
た
だ
な
ら
ぬ
犬
で
あ
り
、
死
後
、
角
や
九
つ
の
尻
尾
が
生
え
て
黄
龍
で
あ
っ
た
と
い
う
。
偃
王
は
恩
人
で
あ
る
犬
の
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
徐
の
国
と
梁
の
国
の
境
界
に
墓
を
作
っ
た
。
有
能
で
か
つ
仁
義
が
あ
る
君
主
像
が
描
か
れ
て
い
る
。﹃
後
漢
書
﹄
巻
百
十
五
﹁
東
夷
伝
﹂
に
も
彼
に
関
す
る
記
述
が
見
え
る
$
。
興
味
深
い
こ
と
は
、
徐
偃
王
が
誕
生
し
た
時
に
入
っ
て
い
た
卵
が
山
奥
で
は
な
く
、
水
辺
に
棄
て
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
ほ
か
の
動
物
で
は
な
く
、
犬
に
救
わ
れ
た
。
水
と
犬
と
の
二
つ
の
要
素
が
水
天
宮
信
仰
の
重
要
な
要
素
の
水
難
と
犬
と
一
致
し
て
い
る
。
次
い
で
、
一
匹
の
勇
壮
な
犬
﹁
盤
瓠
﹂
に
ま
つ
わ
る
伝
説
を
み
よ
う
。
こ
の
盤
瓠
伝
説
は
﹃
玄
中
記
﹄、﹃
捜
神
記
﹄
や
﹃
後
漢
書
﹄
な
ど
に
見
ら
れ
る
が
、
時
代
的
に
先
行
し
、
内
容
が
比
較
的
完
全
な
﹃
捜
神
記
﹄
巻
十
四
か
ら
掲
げ
る
。
高
辛
氏
有
老
婦
人
、
居
於
王
宮
。
得
耳
疾
、
歴
時
医
為
挑
治
。
出
頂
虫
大
如
繭
。
婦
人
去
後
、
置
於
瓠
中
、
覆
之
以
盤
。
俄
爾
、
頂
虫
乃
化
為
犬
。
其
文
五
色
。
因
名
盤
瓠
。
遂
畜
之
。（
髙
辛
氏
に
老
婦
人
有
り
、
王
宮
に
居
る
。
耳
疾
を
得
て
、
時
を
歴へ
て
医
為
に
挑かか
げ
て
治
す
。
頂
虫
の
大
き
さ
繭
の
如
き
を
出
だ
す
。
婦
人
去
り
て
後
に
、
瓠
の
中
に
置
き
、
之
を
覆
ふ
に
盤
を
以
て
す
。
俄には
爾か
に
し
て
、
頂
虫
乃
ち
化
し
て
犬
と
為
る
。
其
の
文
五
色
な
り
。
因
り
て
盤
瓠
と
名
づ
く
。
遂
に
之
を
畜やしなふ
。
%
）
こ
れ
も
ま
た
犬
に
関
す
る
不
思
議
な
話
で
あ
る
。
虫
を
瓢
の
中
に
置
き
、
そ
の
上
を
盤
で
覆
っ
て
や
る
と
、
し
ば
ら
く
し
て
犬
に
化
し
た
こ
と
か
ら
、﹁
盤
瓠
﹂
と
命
名
し
た
と
い
う
。
こ
の
犬
の
誕
生
自
体
が
既
に
凡
常
で
は
な
い
が
、
次
に
述
べ
る
彼
が
自
力
で
敵
を
殺
し
た
勇
敢
な
行
為
に
よ
っ
て
人
間
の
娘
を
妻
に
し
た
こ
と
が
更
に
不
思
議
で
あ
る
。
時
戎
呉
强
盛
、
数
侵
辺
境
。
遣
将
征
討
、
不
能
擒
勝
。
乃
募
天
下
有
能
得
戎
吴
将
軍
首
者
、
購
金
千
斤
、
封
邑
万
户
、
又
賜
以
少
女
。
後
盤
瓠
銜
得
一
頭
、
将
造
王
闕
。
王
診
視
之
、
即
是
戎
呉
。
為
之
奈
何
。
群
臣
皆
曰
、
盤
瓠
是
畜
、
不
可
官
秩
。
又
不
可
妻
。
雖
有
功
無
施
也
。
少
女
聞
之
、
啓
王
曰
、
大
王
既
以
我
許
天
下
矣
。
盤
瓠
銜
首
而
来
、
為
国
除
害
。
此
天
命
使
然
。
豈
狗
之
智
力
哉
。
王
者
重
言
、
霸
者
重
信
。
不
可
以
女
子
微
躯
而
負
明
約
於
天
下
。
国
之
禍
也
。
王
懼
而
従
之
、
令
少
女
従
盤
瓠
。
将
女
上
南
山
。
草
木
茂
盛
、
無
人
行
跡
。
於
是
女
解
去
衣
裳
、
為
僕
䜿
之
結
、
著
独
力
之
衣
。
随
盤
瓠
升
山
入
谷
、
止
於
石
室
之
中
。（
時
に
戎
呉
强
盛
に
し
て
、
数
し
ば
辺
境
を
侵
す
。
将
を
遣
わ
し
て
征
討
す
る
も
、
擒とら
え
勝
つ
能
は
ず
。
乃
ち
天
下
に
募
り
、
能
く
戎
呉
の
将
軍
の
首
を
得
る
者
有
ら
ば
、
金
千
斤
に
購あがなひ
、
邑
万
户
に
封
じ
、
二
三
水
天
宮
信
仰
と
中
国
　
―
瓢
簞
と
犬
を
中
心
に
―
（
趙
）
又
賜
る
に
少
女
を
以
て
せ
ん
と
す
。
後
に
盤
瓠　
一
頭
を
銜くわ
へ
得
て
、
将も
ち
て
王
闕
に
造いた
る
。
王　
之
を
診
視
る
す
る
に
、
即
ち
是
れ
戎
呉
な
り
。﹁
之
を
為
す
こ
と
奈
何
せ
ん
﹂
と
。
群
臣
皆
曰
く
、﹁
盤
瓠
是
れ
畜
な
れ
ば
、
官
秩
す
可
か
ら
ず
。
又
妻めあ
はす
可
か
ら
ず
。
功
有
り
と
雖
も
施
す
こ
と
無
き
な
り
﹂
と
。
少
女
之
を
聞
き
て
、
王
に
啓
し
て
曰
く
、﹁
大
王
は
既
に
我
を
以
て
天
下
に
許
せ
り
。
盤
瓠　
首
を
銜
へ
て
来
た
り
、
国
の
為
に
害
を
除
く
。
此
れ
天
命
の
然
ら
し
む
な
り
。
豈
に
狗
の
智
力
な
ら
ん
や
。
王
者　
言
を
重
ん
じ
、
霸
者　
信
を
重
ん
ず
。
女
子
の
微
躯
を
以
て
、
天
下
に
明
約
す
る
に
負そむ
く
可
か
ら
ず
。
国
の
禍
な
り
﹂
と
。
王
懼
れ
て
之
に
従
ひ
、
少
女
を
し
て
盤
瓠
に
従
は
し
む
。
女
を
将
ゐ
て
南
山
に
上
る
。
草
木
茂
盛
し
て
、
人
の
行
跡
無
し
。
是
に
於
い
て
女
は
衣
裳
を
解
き
去
り
、
僕
䜿
の
結
を
為
し
、
独
力
の
衣
を
著
く
。
盤
瓠
に
随
ひ
て
山
に
升
り
谷
に
入
り
、
石
室
の
中
に
止
る
。）
戎
呉
に
攻
め
ら
れ
苦
し
ん
で
い
た
王
は
、
戎
呉
の
将
軍
の
首
を
取
っ 
て
き
た
も
の
に
は
、
莫
大
な
黄
金
と
領
土
を
与
え
、
王
女
を
妻
と
し
て
授
け
る
と
約
束
し
た
。
盤
瓠
が
戎
呉
の
将
軍
を
殺
し
て
そ
の
首
級
を
銜
え
て
き
た
戦
功
に
よ
っ
て
王
女
を
つ
れ
て
山
へ
入
っ
た
。
王
悲
思
之
、
遣
往
視
覔
。
天
輒
風
雨
、
嶺
震
雲
晦
。
往
者
莫
至
。
盖
経
三
年
、
産
六
男
六
女
。
盤
瓠
死
後
、
自
相
配
偶
、
因
為
夫
婦
。
織
績
木
皮
、
染
以
草
実
。
好
五
色
衣
服
、
裁
制
皆
有
尾
形
。
後
、
母
帰
以
語
王
。
王
遣
使
迎
諸
男
女
。
天
不
復
雨
、
衣
服
褊
褳
、
言
語
侏
離
、
飲
食
蹲
踞
。
好
山
悪
都
。
王
順
其
意
、
賜
以
名
山
広
沢
。
号
曰
蛮
夷
。
蛮
夷
者
、
外
癡
内
絚
、
安
土
重
旧
、
以
其
受
異
気
於
天
命
、
故
待
以
不
常
之
律
。
田
作
賈
販
、
無
関
繻
符
伝
租
税
之
賦
。
有
邑
君
長
。
皆
賜
印
綬
。
冠
用
獺
皮
、
取
其
遊
食
於
水
。
今
即
梁
漢
巴
蜀
武
陵
長
沙
廬
江
郡
夷
是
也
。
用
糝
雑
魚
肉
叩
槽
而
号
以
祭
盤
瓠
。
其
俗
至
今
。
故
世
称
赤
髀
横
裙
盤
瓠
子
孫
。（
王
之
を
悲
思
し
、
往
き
て
視
覔
せ
し
む
。
天
輒
ち
風
雨
し
、
嶺
震
ひ
て
雲
晦
し
。
往
く
者
至
る
莫
し
。
盖
し
三
年
を
経
て
、
六
男
六
女
を
産
む
。
盤
瓠
死
し
て
後
、
自
ら
相
ひ
配
偶
し
、
因
り
て
夫
婦
と
為
る
。
木
皮
を
織
績
し
て
、
染
む
る
に
草
実
を
以
て
す
。
五
色
の
衣
服
を
好
み
、
裁
制
す
る
に
皆
尾
の
形
有
り
。
後
、
母
帰
り
て
以
て
王
に
語
る
。
王　
使
を
し
て
諸
男
女
を
迎
へ
し
む
。
天
復
た
雨あめふら
ず
、
衣
服
は
褊
褳
し
、
言
語
は
侏しゅ
り離
し
、
飲
食
は
蹲そん
き
ょ踞
す
。
山
を
好
み
都
を
悪
む
。
王
其
の
意
に
順
ひ
て
、
賜
る
に
名
山
広
沢
を
以
て
す
。
号
し
て
蛮
夷
と
曰
ふ
。
蛮
夷
な
る
者　
外
は
癡
に
し
て
内
は
絚
な
り
。
土
に
安
じ
旧
を
重
ん
ず
。
其
の
異
気
を
天
命
に
受
く
る
を
以
て
、
故
に
待たい
す
る
に
不
常
の
律
を
以
て
す
。
田
作
賈
販
し
、
関
繻　
符
伝　
租
税
の
賦
無
し
。
邑
に
君
長
有
り
。
皆
印
綬
を
賜
ふ
。
冠
に
獺
皮
を
用
ゐ
、
其
の
遊
食
を
水
に
取
る
。
今
即
ち
梁
漢
・
巴
蜀
・
武
陵
・
長
沙
・
廬
江
郡
の
夷
是
れ
な
り
。
糝
を
用
ゐ
て
魚
肉
雑
じ
へ
槽
を
叩
き
て
号さけ
び
、
以
て
盤
瓠
を
祭
る
。
其
の
俗
今
に
至
る
。
故
に
世　
赤
髀
横
裙
の
盤
瓠
子
孫
と
称
す
。
^
）
三
年
の
間
に
、
盤
瓠
と
王
女
は
六
男
六
女
の
子
供
を
産
ん
だ
。
盤
瓠
が
死
ぬ
と
、
彼
ら
は
相
互
に
結
婚
し
あ
っ
て
、
南
山
で
暮
ら
し
続
け
て
﹁
蛮
夷
﹂
と
い
う
一
族
二
四
水
天
宮
信
仰
と
中
国
　
―
瓢
簞
と
犬
を
中
心
に
―
（
趙
）
を
な
し
た
。
故
に
盤
瓠
は
一
族
の
共
通
の
祖
先
と
さ
れ
て
い
る
。
袁
珂
が
著
し
た
﹃
中
国
古
代
神
話
﹄
に
よ
る
と
、﹁
こ
の
物
語
は
、
似
た
形
で
、
中
国
南
方
の
傜
、
苗
、
黎
な
ど
の
民
族
に
伝
わ
っ
て
い
る
。﹁
盤
瓠
﹂
の
二
字
は
、
音
が
転
じ
て
﹁
盤
古
﹂
に
な
っ
た
。（
中
略
）
三
国
時
代
に
徐
整
が
書
い
た
﹃
三
五
歴
記
﹄
に
は
南
方
少
数
民
族
の
﹁
盤
瓠
﹂
あ
る
い
は
﹁
盤
古
﹂
の
伝
説
が
と
り
い
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
古
代
の
経
典
に
あ
る
哲
理
と
作
者
の
想
像
を
加
え
て
、
天
地
を
開
い
た
盤
古
を
創
作
し
、
鴻
濛
︹
混
沌
︺
時
代
の
空
白
を
埋
め
、
わ
が
中
華
人
民
共
通
の
祖
先
と
し
て
い
る
。
&
﹂
と
い
う
。
こ
の
話
に
登
場
す
る
﹁
盤
瓠
﹂
と
い
う
犬
は
赤
子
の
誕
生
と
直
接
か
か
わ
ら
な
い
が
、
中
華
人
民
に
共
通
す
る
祖
先
と
さ
れ
て
、
人
類
の
誕
生
に
関
わ
る
わ
け
で
あ
る
。
更
に
興
味
深
い
こ
と
は
﹁
盤
瓠
﹂
は
前
述
し
た
瓢
簞
と
も
関
わ
っ
て
い
る
。
犬
の
前
身
で
あ
る
虫
が
瓢
の
中
に
置
か
れ
て
犬
に
な
っ
た
。
名
前
の
中
の
﹁
瓠
﹂
と
い
う
文
字
が
そ
の
誕
生
を
表
し
た
。
前
述
の
徐
偃
王
伝
説
で
は
、
犬
が
水
辺
よ
り
赤
子
を
救
っ
た
。
盤
瓠
伝
説
で
は
、
瓠
中
か
ら
生
ま
れ
た
犬
が
人
と
結
婚
し
十
二
人
の
子
供
を
産
み
、
そ
れ
が
人
類
の
は
じ
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
誕
育
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
さ
て
、
水
天
宮
の
話
に
ひ
る
が
え
れ
ば
、
水
天
宮
は
安
産
の
ご
利
益
が
あ
る
、
戌
の
日
に
祈
願
し
て
安
産
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
犬
は
出
産
が
軽
い
こ
と
・
多
く
の
子
を
産
む
こ
と
・
犬
は
魔
除
け
の
も
の
だ
か
ら
と
の
理
由
を
挙
げ
る
が
、
し
か
し
、
お
産
が
軽
い
動
物
は
犬
だ
け
で
は
な
い
。
魔
除
け
と
な
る
動
物
も
犬
だ
け
で
は
な
い
。
犬
だ
け
を
誕
生
や
安
産
に
関
連
づ
け
た
の
は
い
っ
た
い
な
ぜ
だ
ろ
う
。
犬
が
瓢
簞
と
誕
育
の
関
わ
り
を
も
つ
こ
と
は
す
で
に
見
た
通
り
で
、
瓢
簞
は
子
宮
と
も
い
え
る
誕
育
に
関
わ
る
特
別
な
存
在
で
あ
る
。
あ
る
意
味
で
は
、
盤
瓠
な
る
犬
と
瓢
簞
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
り
、
水
天
宮
信
仰
に
お
け
る
犬
と
瓢
簞
は
無
縁
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
両
者
の
結
び
つ
き
に
は
、
中
国
流
の
盤
瓠
、
徐
偃
王
と
い
う
始
祖
伝
承
が
底
流
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
に
お
け
る
犬
信
仰
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。﹁
犬
張
子
﹂
を
子
供
の
枕
元
に
置
く
と
、
そ
こ
に
寝
る
子
が
無
事
に
育
つ
と
い
う
。
こ
の
犬
張
子
に
つ
い
て
、
英
国
の
日
本
学
者
で
あ
る
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
著
し
た
﹃
日
本
事
物
誌
﹄
で
﹁
大
き
な
、
グ
ロ
デ
ス
ク
な
色
彩
を
施
し
た
張
子
の
犬
が
、
し
ば
し
ば
犬
小
屋
単
位
で[
犬
の
親
子
一
組
と
し
て]
赤
ち
ゃ
ん
に
与
え
ら
れ
る
（
後
略
）﹂
と
あ
る
。
こ
の
﹁
グ
ロ
デ
ス
ク
な
色
彩
を
施
し
た
﹂
と
い
う
字
句
が
、
盤
瓠
伝
説
の
盤
瓠
を
描
く
﹁
其
の
文
五
色
な
り
﹂
と
盤
瓠
の
子
孫
た
ち
が
﹁
五
色
服
を
好
む
﹂
を
連
想
さ
せ
る
。
犬
を
安
産
と
関
連
づ
け
た
こ
と
は
、
中
国
に
広
く
伝
わ
る
犬
祖
説
話
を
意
識
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
犬
の
多
産
と
安
産
は
一
族
の
繁
栄
を
意
味
す
る
。
そ
の
犬
祖
的
思
考
は
も
と
よ
り
、
犬
に
は
根
源
的
に
母
体
と
し
て
の
瓢
簞
の
子
宮
的
世
界
が
内
在
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
五
、
ま
と
め
以
上
、
瓢
簞
と
水
難
除
け
、
瓢
簞
と
誕
育
、
犬
と
誕
育
に
関
わ
る
資
料
を
み
て
き
た
。
瓢
簞
の
実
用
的
な
働
き
で
あ
る
浮
き
や
﹁
腰
舟
﹂
か
ら
水
難
除
け
の
も
の
と
さ
れ
、
こ
れ
は
渡
来
人
に
よ
っ
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
が
極
め
て
大
き
い
。
瓢
簞
は
古
来
よ
り
縁
起
の
良
い
物
で
あ
り
、
母
体
崇
拝
、
祖
先
崇
拝
の
対
二
五
水
天
宮
信
仰
と
中
国
　
―
瓢
簞
と
犬
を
中
心
に
―
（
趙
）
象
で
あ
っ
た
。
犬
も
一
族
の
祖
先
と
さ
れ
た
り
し
て
人
の
誕
生
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
瓢
簞
と
犬
と
は
一
見
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
存
在
で
は
あ
る
。
し
か
し
、﹁
盤
瓠
﹂
の
話
を
想
起
す
れ
ば
、
婦
人
の
耳
か
ら
出
て
き
た
虫
を
瓢
の
中
に
置
い
て
人
類
の
祖
先
と
さ
れ
る
犬
﹁
盤
瓠
﹂
に
化
し
た
。
こ
こ
に
、
犬
と
瓢
簞
が
と
も
に
登
場
し
た
。
し
か
も
、
水
天
宮
の
縁
起
物
の
犬
と
瓢
簞
が
中
国
の
人
類
起
源
説
話
の
重
要
な
要
素
と
合
致
す
る
。
こ
れ
は
単
純
な
偶
然
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
上
述
し
た
通
り
、
瓢
簞
と
犬
が
祖
先
崇
拝
に
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
水
天
宮
の
瓢
簞
と
犬
に
対
す
る
崇
拝
も
こ
の
よ
う
な
祖
先
崇
拝
に
近
似
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
察
さ
れ
る
。
平
家
が
敗
れ
て
後
、
高
倉
平
中
宮
に
仕
え
て
い
た
平
家
の
女
官
按あぜ
ち
の
つ
ぼ
ね
察
使
局
伊
勢
が
久
留
米
の
地
へ
逃
れ
て
、
建
久
年
間
（
一
一
九
〇
）
に
安
徳
天
皇
等
を
祭
っ
て
祠
を
建
て
た
の
が
久
留
米
の
水
天
宮
の
創
始
と
さ
れ
て
い
る
が
、
及
川
儀
右
衛
門
﹁
水
天
宮
の
研
究
﹂
に
お
い
て
、﹁
尤
も
現
在
に
於
い
て
は
安
徳
天
皇
や
二
位
尼
を
以
て
水
神
と
し
こ
れ
に
付
会
し
た
由
緒
に
関
す
る
伝
説
が
構
成
せ
ら
れ
て
居
る
け
れ
ど
、
そ
れ
と
て
決
し
て
原
型
で
は
な
く
む
し
ろ
後
か
ら
の
付
会
説
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
祭
神
は
依
然
と
し
て
不
明
で
あ
る
（
後
略
）﹂
と
述
べ
た
*
。
安
徳
天
皇
よ
り
以
前
の
祭
神
が
不
明
で
あ
る
が
、
原
型
は
﹁
ア
マ
ゴ
ゼ
ン
﹂
と
い
う
水
神
で
あ
っ
た
こ
と
が
今
ま
で
の
研
究
で
一
致
し
て
い
る
。
本
論
文
で
も
、
こ
の
付
会
説
の
立
場
を
と
る
。
安
徳
天
皇
を
祭
神
に
し
た
所
以
を
考
え
る
と
、
主
に
二
点
が
思
い
浮
か
ぶ
。
一
点
目
は
、
安
徳
天
皇
が
わ
ず
か
八
歳
で
そ
の
一
門
と
と
も
に
入
水
し
た
。
堀
誠
﹁
日
中
幼
帝
入
水
考
―
亡
家
亡
国
の
挽
歌
と
し
て
―
﹂
に
お
い
て
、﹁
幼
帝
安
徳
帝
の
入
水
は
人
々
の
感
涙
を
さ
そ
う
哀
切
な
一
齣
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
﹂
(
と
述
べ
た
よ
う
に
、
安
徳
帝
が
人
々
の
同
情
を
よ
せ
た
存
在
に
な
る
。
二
点
目
は
、
安
徳
帝
が
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
こ
の
年
は
ち
ょ
う
ど
戊
戌
の
年
で
あ
る
。
安
徳
帝
が
戌
年
生
ま
れ
で
あ
っ
た
こ
と
が
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
に
な
ろ
う
。
か
く
て
幼
主
を
保
護
す
る
神
格
は
、
広
く
民
草
の
子
を
守
護
し
、
水
難
か
ら
身
を
避
け
て
生
育
を
見
守
る
神
格
を
生
み
、
引
い
て
は
子
を
授
け
守
る
職
能
を
も
獲
得
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
神
性
は
、
犬
と
瓢
簞
に
象
徴
さ
れ
、
瓢
簞
守
り
に
形
象
化
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
水
天
宮
の
起
源
や
形
成
に
関
す
る
研
究
は
十
九
世
紀
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。﹃
古
事
類
苑
﹄
の
編
纂
に
従
事
し
た
小
中
村
清
矩
を
は
じ
め
、
三
田
村
鳶
魚
、
樋
口
勇
夫
、
及
川
儀
右
衛
門
な
ど
の
研
究
が
見
ら
れ
る
。
今
ま
で
の
先
行
論
で
は
、
水
天
宮
の
原
型
は
﹁
尼
御
前
﹂
と
い
う
女
性
の
水
神
で
あ
っ
た
こ
と
に
一
致
し
て
い
る
。
一
方
、
中
国
に
は
﹁
臨
水
夫
人
﹂
と
い
う
水
神
が
存
在
す
る
。
そ
の
性
質
は
﹁
尼
御
前
﹂
と
相
似
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
二
者
の
間
に
影
響
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
後
考
を
期
し
た
い
。
注1
　
 ﹃
神
社
辞
典
﹄（
白
井
永
二
・
土
岐
昌
訓
編
、
東
京
堂
、
一
九
七
九
年
一
二
月
）﹁
水
天
宮
﹂
項
目
を
参
照
。
　
2
　
 
三
田
村
鳶
魚
﹁
水
天
宮
及
久
留
米
候
頼
徳
﹂（﹃
日
本
及
び
日
本
人
﹄、
一
九
一
五
年
三
月
一
日
号
）
と
樋
口
銅
牛
、﹁
両
天
宮
と
水
天
宮
﹂︽
鳶
魚
主
人
に
質
す
︾（﹃
日
本
及
び
日
本
人
﹄、
一
九
一
五
年
三
月
十
五
日
号
）
及
川
儀
右
衛
門
﹁
水
天
宮
の
研
二
六
水
天
宮
信
仰
と
中
国
　
―
瓢
簞
と
犬
を
中
心
に
―
（
趙
）
究
﹂（﹃
歴
史
と
地
理
﹄、
第
十
二
巻
第
三
号
・
四
号
・
六
号
）
　
3
　
 ﹃
筑
後
地
誌
叢
書
：
校
訂
﹄（
久
留
米
：
筑
後
遺
籍
刊
行
会
、
一
九
二
九
年
三
月
）
に
収
録
。
真
辺
仲
菴
は
久
留
米
藩
の
藩
医
で
あ
る
。
　
4
　
 ﹃
後
漢
書
﹄﹁
西
南
夷
伝
﹂﹁
哀
牢
夷
﹂
に
﹁
沙
壹
﹂
と
な
る
。
　
5
　
 ﹃
文
淵
閣
四
庫
全
書
﹄
に
所
収
の
﹃
華
陽
国
志
﹄
を
使
用
す
る
。
な
お
、
引
用
は
適
宜
常
用
漢
字
に
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。
訓
読
は
筆
者
に
よ
る
。
　
6
　
 
哀
牢
夷
、
其
先
有
婦
人
名
沙
壷
。
居
牢
山
、
捕
魚
水
中
、
若
有
所
感
。
妊
孕
十
月
而
生
十
子
。
今
西
南
夷
、
其
裔
也
。（
哀
牢
夷
、
其
の
先むかしに
婦
人
の
沙
壷
と
名
づ
く
る
有
り
。
牢
山
に
居
る
。
魚
を
水
中
に
捕
り
、
感
じ
る
所
有
る
が
若
し
。
妊
孕
十
月
に
し
て
十
子
を
生
む
。
今
の
西
南
夷
、
其
の
裔
な
り
。）
　
7
　
 ﹃
民
間
文
学
論
壇
﹄（
一
九
八
七
年
第
三
期
）
に
収
録
さ
れ
る
。
日
本
語
の
訳
文
は
筆
者
に
よ
る
。
原
文
は
下
記
の
よ
う
に
な
る
。﹁
所
谓
沙
壶
的
沙
是
指
果
实
成
熟
，
壶
是
葫
芦
，
沙
壶
就
是
成
熟
了
的
葫
芦
。
滇
西
潞
西
、
镇
康
等
县
（
属
古
永
昌
郡
）
的
德
昂
族
传
说
，
其
祖
先
出
自
葫
芦
。
滇
西
边
境
各
县
（
古
永
昌
郡
）
佤
族
传
说
，
其
祖
先
都
是
从
司
岗
里
出
来
的
。
最
初
出
来
的
是
佤
族
，
依
次
是
汉
、
傣
、
拉
祜
…
各
族
。
佤
语
的
司
岗
意
为
熟
葫
芦
，
即
佤
、
汉
各
族
的
祖
先
都
是
从
熟
透
的
葫
芦
里
出
来
的
。
显
然
，
华
阳
国
志
和
蛮
书
所
记
永
昌
沙
壶,
是
如
实
地
反
映
了
当
地
的
民
间
传
说
。﹂
　
8
　
 ﹃
蛮
書
﹄
は
唐
の
樊はんし
ゃ
く綽の
撰
。
南
詔
国
内
の
事
情
を
記
し
た
書
で
あ
る
。﹁
居
蒙
舍
川
、
在
諸
部
落
之
南
、
故
称
南
詔
也
。
姓
蒙
。
貞
元
年
中
、
献
書
於
剣
南
節
度
使
韋
臯
。
自
言
本
永
昌
沙
壺
之
源
也
。﹂
　
9
　
 7
と
同
じ
。
　
0
　
 
唐
の
時
代
の
丘
悦
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
編
年
体
の
歴
史
書
で
あ
る
。
西
魏
と
北
周
、
東
魏
と
北
斉
、
及
び
梁
と
陳
の
歴
史
を
記
し
た
。
　
!
　
 
小
森
揺
子
﹁
誕
生
と
犬
―
産
神
の
性
格
﹂（﹃
日
本
民
俗
学
﹄
三
（
三
）、
八
二
～
八
七
、一
九
五
六
年
一
月
、
日
本
民
俗
学
会
）
に
、﹁
犬
は
産
が
軽
い
か
ら
﹂
と
い
っ
て
、﹁
犬
が
出
産
に
か
か
わ
っ
て
い
る
習
俗
は
多
く
見
受
け
ら
れ
る
﹂
と
い
う
。
　
@
　
 
寺
山
宏
著
﹃
和
漢
古
典
動
物
考
﹄
二
〇
ペ
ー
ジ
に
、﹁
漢
名
、
犬
は
そ
の
啼
声
に
由
来
す
る
が
、
和
名
い
ぬ
の
語
源
と
し
て
、
そ
の
啼
声
ケ
ン
が
ヘ
ン
↓
エ
ン
↓
イ
ン
と
転
訛
し
た
と
す
る
説
や
、
い
ぬ
は
去
る
也
と
あ
り
（﹃
日
本
釈
名
﹄）、
他
所
へ
離
さ
れ
て
も
元
の
主
人
の
処
い
ぬ
る
か
ら
だ
と
か
、
又
、
い
ぬ
は
行いぬ
る畢
也
と
い
っ
て
魔
性
の
も
の
や
物
の
怪
を
避
け
る
力
が
あ
る
事
に
よ
る
と
す
る
説
な
ど
が
あ
る
。
古
来
、
出
産
の
際
に
床
の
傍
に
置
か
れ
る
犬
張
子
も
安
産
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
も
の
の
他
に
、
魔
除
け
の
呪
具
と
し
て
の
意
味
も
あ
る
と
さ
れ
る
。
漢
別
名
の
槃
瓠
は
古
代
中
国
の
高
辛
氏
の
畜
犬
の
名
に
由
来
し
、
五
彩
の
毛
を
も
つ
と
さ
れ
た
（﹃
後
漢
書
﹄︹
南
蛮
伝
︺）。﹂
と
い
う
。
 
小
林
祥
次
郎
著
﹃
日
本
古
典
博
物
事
典
・
動
物
篇
﹄﹁
畜
獣
﹂﹁
犬
﹂
十
八
ペ
ー
ジ
に
﹁
出
産
の
祝
い
に
す
る
犬
張
子
は
、
犬
は
出
産
が
軽
い
か
ら
と
も
言
う
が
、
本
来
は
魔
よ
け
の
も
の
と
も
言
う
﹂
と
述
べ
て
い
る
。
　
#
　
 ﹃
史
記
﹄
巻
一
百
十
七
﹁
司
馬
相
如
列
伝
第
五
十
七
﹂
に
﹁
司
馬
相
如
者
、
蜀
郡
成
都
人
也
。
字
長
卿
。
少
時
好
読
書
、
学
擊
劍
。
故
其
親
名
之
曰
犬
子
﹂
と
あ
る
。
　
$
　
 
康
王
之
時
粛
慎
、
復
至
後
徐
夷
僭
号
乃
率
九
夷
以
伐
宗
周
、
西
至
河
上
。
穆
王
畏
其
方
熾
、
乃
分
東
方
諸
侯
。
命
徐
偃
王
主
之
。
偃
王
処
潢
池
東
、
地
方
五
百
里
。
行
仁
義
陸
地
而
朝
者
三
十
有
六
国
。
穆
王
後
得
驥
騄
之
乘
、
乃
使
造
父
御
。
以
告
楚
令
伐
徐
。
一
日
而
至
。
於
是
楚
文
王
大
挙
兵
而
滅
之
。
偃
王
仁
而
無
權
不
忍
鬭
其
人
。
故
致
於
敗
乃
北
走
彭
城
武
原
縣
東
山
下
。
百
姓
随
之
者
以
万
数
。
因
名
其
山
為
徐
山
。
　
%
　
 ﹃
文
淵
閣
四
庫
全
書
﹄
に
所
収
の
﹃
捜
神
記
﹄
二
十
巻
本
を
使
用
す
る
。
な
お
、
適
宜
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
訓
読
は
前
尾
繁
三
郎
著
﹃
十
二
支
攷
﹄﹁
戌
﹂﹁
盤
瓠
伝
説
の
は
な
し
﹂
を
参
照
し
た
が
、
私
意
に
よ
り
改
め
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
　
^
　
 %
と
同
じ
。
　
&
　
 
袁
珂
著
、
伊
藤
敬
一
・
高
畠
穣
・
松
井
博
光
訳
﹃
中
国
古
代
神
話
Ⅰ
﹄（
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
〇
年
四
月
）
五
一
～
五
四
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
。
袁
珂
著
﹃
中
国
古
代
神
話
﹄（
中
華
書
局
、
一
九
六
〇
年
一
月
）
三
五
～
三
七
ペ
ー
ジ
を
参
照
。
　
*
　
 
及
川
儀
右
衛
門
﹁
水
天
宮
の
研
究
﹂（﹃
歴
史
と
地
理
﹄、
第
十
二
巻
第
三
号
。
　
(
　
 ﹁
日
中
幼
帝
入
水
考
―
亡
家
亡
国
の
挽
歌
と
し
て
―
﹂（﹃
学
術
研
究
―
国
語
・
国
文
学
編
―
﹄、
第
四
十
六
号
、
一
九
九
七
年
。）
